
第１回 中央図書館を考えるみんなの会議

事務局からの説明

これまでの検討経過 ／ 会議の進め方 ／ ワークショップ

資料３



AGENDA

本日の流れ

これまでの経過と
本会議の設置

これまでの経過と本会議の設置目

的を共有します

R8の目指すところ

全３回で、目指す図書館の姿や、

図書館サービスの在り方を検討し、

ビジョン、構想づくりにつなげます。

グループワークで
多くの意見を共有

「まちの記憶、図書館の記憶」

「図書館に期待すること」

が本日のグループワークのテーマです
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これまでの経過

H30

図書館協議会

「市立図書館のあ

り方」を答申

R元 R2

図書室の移転整備

・R元 久美浜庁舎

に「久美浜図書室」

・R2 丹後庁舎に

「丹後図書室」

R4

「京丹後市都市

拠点構想」策定

R5

「京丹後市都市

拠点公共施設

整備基本計画」

策定

R７

・9月「都市拠点

公共施設整備」

関係予算否決

・10月 6町ごと

に「市民広聴会」

開催

R８

・2月「図書館とまちづくり講

演会」（講師：吉成様）

・3月「多世代交流施設整

備」関連予算否決

・3月「都市計画マスタープ

ラン」策定（可決）

・6月「(仮称)中央図書館

検討市民会議」関連予算

可決
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「中央図書館を考えるみんなの会議」の設置

背景

目指す図書館の姿や図書館サービス

全体の在り方を、より明確にする必要

がある。

幅広い市民から意見を聞き、検討する

必要がある。

目的

将来の中央図書館整備や既設図書

館（室）のサービス向上に向け、図

書館の在り方を議論する。

R9年度までの2か年をかけて、基本計画

の策定を目指す。

これまで様々な経過や議論がありますが、会議はゼロからのスタートとします。

専門的な観点からの指導、助言や、議

論を深めるため、アドバイザーを置く。
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今年は３回開催
グループワークで意見を出し合い、ビジョン・構想づくりにつなげます。

第１回

10/６（火）

本日

①まちの記憶、図

書館の記憶を出し

て！

②図書館に期待

することは？

第２回

11/９（月）

①図書館は誰のた

めに、何をするとこ

ろ？

②まち全体に読書

を広げる環境づくり

は？

第３回

12/21（月）

①目指す図書館の

姿、方向性は？

②どうすれば実現

できる？

③何が課題？

※ 10/30（金）真庭市立図書館へ 先進地の状況を視察 します！
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本日のグループワーク

①まちの記憶、図書館の記憶を出し合います。

それぞれの地域の図書館を見ての感想や考えは

②図書館に期待することを話し合います。

本日すること

約30分

自己紹介
① まちの記憶、図書館の記憶

約30分

② 図書館に期待すること

＜30分の内訳＞

個人ワーク
5分

グループワーク
25分

＜20分の内訳＞

個人ワーク
5分

グループワーク
20分

５

自己紹介
5分



GROUND RULES ／ ご協力いただきたいこと

気持ちよく話すための３つのお約束

1

批判・否定をしない

他の委員の意見を頭から否定せず、

まずは受けとめて議論しましょう

2

全員発言・傾聴の姿勢

1人が長く話しすぎず、全員が

発言できるよう配慮しましょう

3

主体的な立場での発言

自身が運営・活用する主体である

という意識で参加してください
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ふせんの書き方は、とてもシンプルです

① ふせんに、書く

1枚のふせんに、言葉をひとつだけ

文章でなく単語やフレーズでOK

② シートに貼る

枠の中に

貼りたい場所へ

③ 声に出して共有

「これは〇〇だから」と添えると、

会話が広がります。

ポイント：正解はありません。「なんとなく思う」も立派な意見です。
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WORKSHOP ① 過去の記憶

まちの記憶、図書館の記憶を出し合おう

約25分間

それぞれの地域の図書館を見ての感想や考えは。

定性的なもの、自分の感情を出し合います。

➡昔あったことや過去を振り返る中で、どういう地域社会でありたいかなど自分へのインプットにつなげます。

①個人ワーク

思い起こそう！ ふせんに書き出そう！
「まちの記憶」 「図書館の記憶」

②グループワーク
書き出したふせんを貼り付け、それぞれの記憶
を共有し、似たものは同じ場所に移動し、話し
合おう。

８

5分 20分



ワークシート：昔あったことや過去を振り返る

まちの記憶 図書館の記憶
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WORKSHOP ② 図書館に期待すること

図書館に期待すること

約30分間

これからの図書館の在り方を考えるために、

・まちと図書館のこれからの在り方はセット… 今までの図書館の機能では足りない…

5分個人ワーク

ワーク①を踏まえ、図書館に期待することに
ついて、ポイントとなるキーワードやフレーズを
ふせんに書く

25分グループワーク
ふせんを共有し、意見交換や追加のふせん
出しをしながら、グループ内で分類や共感
の多い意見のまとめを行う。
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WORKSHEET ②

ワークシート：図書館に期待すること

図書館に期待すること
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WORKSHOP ／ 発表・まとめ

グループの意見を、全体で分かち合う

発表

各グループ代表がグループの

まとめを発表

1５分（各５分）

次回へ

次回「図書館は誰のために、何をするところであれば

いい？」「市内全体の図書館サービスはどうあればい

い？」につなげていきます。
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NEXT STEPS ／ 最後に

アンケートについて

• 図書館に期待することについて

• みんなの会議の進行に関すること（次回以降のブラッシュアップのため）

• 参考となりうる他の事例

などございましたら、QRフォームから、１０月8日までにご意見をお寄せください。

本日から全３回、どうぞ率直な思いを聞かせてください。ありがとうございました。
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京丹後市立図書館のいま
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あみの図書館

延床面積 約1,142㎡
所蔵資料数 108,304点
閲覧席数 78席

久美浜図書室

延床面積 約215㎡
所蔵資料数 26,604点
閲覧席数 17席

丹後図書室
延床面積 約513㎡
所蔵資料数 30,442点
閲覧席数 35席

弥栄図書室 延床面積 約94㎡
所蔵資料数 29,114点
閲覧席数 12席

峰山図書館

延床面積 約565㎡
所蔵資料数 83,431点
閲覧席数 34席大宮図書室

延床面積 約130㎡
所蔵資料数 37,325点
閲覧席数 12席

京丹後市立図書館・図書室 －施設配置図－施設配置図－


